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※◎の質問の概要を掲載しています。

一 般 質 問

6　橋爪　美惠子　（５ページ）
・和歌山市との地域連携について
・下津町地域の公共交通について
◎（仮称）海南・紀の川風力発電事

業について

7　榊原　徳昭　（６ページ）
・小型無人機の導入や活用について
◎乳がん検診について

8　宮本　憲治　（６ページ）
◎国民健康保険税について

9　川口　政夫　（７ページ）
◎広域連携について

�　中家　悦生　（７ページ）
◎市庁舎に記念撮影コーナーの設置を
・オリジナル婚姻届の作成を

�　河野　敬二　（８ページ）
◎重根メガソーラー発電計画について
・介護保険について

�　岡　義明　（８ページ）
◎小型船舶係留施設について
・国民健康保険の県単位化について
・生活困窮者自立支援制度について

�　上田　弘志　（９ページ）
◎市立自転車等駐車場について
・職員の過重勤務防止対策について

1　磯﨑　誠治　（３ページ）
◎観光施策の推進でまちのにぎわい

再生を

2　東方　貴子　（３ページ）
・男女共同参画推進条例制定に向け
・公立小中学校の夏休み短縮について
◎井澤弥惣兵衛の功績を語り継ぐた

めに

3　森下　貴史　（４ページ）
◎小型船舶係留施設について（下津

地区）
・公共の建物の空調管理について

4　川端　進　（４ページ）
◎累増する基金について
・政府提唱の「働き方改革」について
・教育問題について
・エレベーターの二重ブレーキにつ

いて
・二元代表制の確立について

5　米原　耕司　（５ページ）
・消防力、消防体制について問う
・危機管理体制について問う
◎教育行政について問う

９月定例会では、９月12日、13日、14日の３日間にわたり、
13人の議員が一般質問を行いました。

13
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

13
人
が
市
政
を
問
う
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れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
功

績
の
Ｐ
Ｒ
に
は
、
亀
池
公

園
の
人
が
多
く
集
ま
る
場

所
で
、
功
績
を
紹
介
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問

亀
池
を
市
民
以
外
に

も
広
く
利
用
い
た
だ

き
、
市
の
大
き
な
観
光
資

源
に
成
長
さ
せ
る
に
は
、

不
足
し
て
い
る
駐
車
場
や

つ
り
橋
の
早
期
改
修
が
望

ま
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答

亀
池
ま
で
大
型
車
の

乗
り
入
れ
を
可
能
に

す
る
拡
幅
工
事
に
合
わ
せ
、

駐
車
場
の
拡
張
も
検
討
し
、

つ
り
橋
は
早
期
に
通
行
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問

埼
玉
県
三
郷
市
の
小

学
校
を
視
察
し
た
際
、

児
童
に
よ
る
海
南
市
に
つ

い
て
の
学
習
発
表
会
で

「
海
南
市
は
僕
た
ち
が
お

世
話
に
な
っ
た
井
澤
弥
惣

兵
衛
さ
ん
の
出
身
地
だ
と

知
り
驚
き
ま
し
た
」
と
発

表
し
て
い
る
の
を
聞
き
、

聞
い
て
い
た
こ
ち
ら
が
驚

い
た
。
井
澤
弥
惣
兵
衛
は
、

江
戸
に
て
見
沼
干
拓
や
多

摩
川
改
修
な
ど
を
行
い
、

関
東
で
そ
の
功
績
は
有
名

で
あ
る
が
、
出
身
地
で
あ

る
本
市
で
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

彼
の
功
績
は
偉
大
で
あ
り
、

本
市
の
誇
り
で
あ
る
。
そ

の
功
績
を
た
た
え
、
後
世

に
残
し
つ
つ
町
お
こ
し
や

観
光
に
利
用
す
る
取
り
組

み
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

答

井
澤
弥
惣
兵
衛
が
造

っ
た
亀
池
は
、
桜
の

時
期
は
観
光
客
で
に
ぎ
わ

う
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

池
の
堤
に
は
功
績
を
た
た

え
る
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

る
が
、
堤
の
端
で
目
に
触

亀池公園

井澤弥惣兵衛の功績を観光利用しては
●観光名所として注目されるよう取り組む

東方　貴子 議員

磯﨑　誠治 議員

海南市観光ガイドマップ

問

県
が
進
め
る
観
光
行

政
に
沿
っ
た
手
だ
て

を
考
え
、
観
光
行
政
の
充

実
を
図
り
、
日
帰
り
観
光

客
が
市
内
の
観
光
地
に
立

ち
寄
り
、
街
の
に
ぎ
わ
い
再

生
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

答

県
及
び
和
歌
山
市
と

協
力
し
、
観
光
客
の

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

日
本
遺
産
の
活
用
を
図
り

つ
つ
、
う
る
わ
し
館
で
好

評
の
「
蒔
絵
体
験
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き

る
よ
う
な
、
半
日
、
ま
た

は
１
日
程
度
の
周
遊
ル
ー

ト
を
構
築
し
、
日
帰
り
観

光
客
の
誘
致
拡
大
、
滞
在

時
間
の
延
長
に
よ
り
街
の

に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
る
よ

う
努
め
る
。

問

県
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

王
国
わ
か
や
ま
の
取

り
組
み
は
、
本
市
の
観
光

振
興
に
役
立
て
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答

市
内
に
点
在
し
て
い

る
観
光
資
源
を
線
で

結
ん
だ
周
遊
ル
ー
ト
の
策

定
を
考
え
て
い
る
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
も
含
め
、

ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
を

今
後
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
ま
た
、
各

ル
ー
ト
の
距
離
や
移
動
手

段
ご
と
の
所
要
時
間
な
ど

を
記
載
し
た
マ
ッ
プ
作
成

に
取
り
組
む
。

問

市
内
の
観
光
施
設
に

市
内
全
域
の
観
光
看

板
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答

観
光
の
周
遊
ル
ー
ト

を
考
え
れ
ば
、
当
然

必
要
だ
と
思
う
が
、
民
有

地
も
多
く
、
設
置
に
つ
い

て
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

検
討
し
て
い
く
。

日
帰
り
観
光
客
の
滞
在
時
間

延
長
策
を

●
半
日
、
ま
た
は
１
日
程
度
の
周
遊
ル
ー
ト
を

　
構
築
し
て
い
く
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本
市
の
財
政
調
整
基
金
の

実
態
は

●
22
億
16
万
２
千
円
で
、
１
人
当
た
り

４
万
１
２
６
１
円
で
あ
る

問

地
方
自
治
体
で
は
基

金
の
設
置
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
年

度
で
は
対
応
で
き
な
い
将

来
の
支
出
や
税
収
の
急
減

な
ど
に
備
え
て
積
み
立
て

た
資
金
の
こ
と
だ
。
庁
舎

建
て
替
え
な
ど
資
金
使
途

が
決
ま
っ
て
い
る
特
定
目

的
基
金
と
、
何
年
か
ご
と

に
必
要
と
な
る
借
金
返
済

に
備
え
た
減
債
基
金
、
景

気
悪
化
や
災
害
等
に
備
え

る
財
政
調
整
基
金
が
あ
る
。

最
近
、
地
方
自
治
体
が

積
み
上
げ
た
貯
金
に
当
た

る
基
金
を
巡
っ
て
国
と
地

方
が
対
立
し
て
い
る
。
平

成
27
年
度
末
の
地
方
全
体

の
基
金
総
額
は
12
兆
１
千

億
円
と
バ
ブ
ル
期
並
み
の

水
準
で
、
10
年
前
に
比
べ

８
兆
円
増
え
た
。
財
務
省

な
ど
は
「
基
金
に
積
む
余

裕
が
あ
る
な
ら
交
付
税
を

削
減
で
き
る
」
と
思
惑
し
、

地
方
は
「
懸
命
に
た
め
た

結
果
だ
」
と
反
論
を
強
め

て
い
る
。
経
済
財
政
諮
問

会
議
で
は
「
新
た
な
埋
蔵

金
」
と
の
発
言
も
あ
っ
た

が
、
こ
う
し
た
動
き
に
全

国
知
事
会
な
ど
地
方
は
猛

反
発
。
総
務
省
は
全
自
治

体
に
対
し
て
実
態
調
査
を

始
め
た
。

そ
こ
で
本
市
の
財
政
調

整
基
金
の
実
態
を
問
う
。

答

本
市
の
平
成
27
年
度

の
財
政
調
整
基
金
は

22
億
16
万
２
千
円
で
、
県

内
９
市
中
の
多
い
方
か
ら

５
番
目
と
い
う
位
置
に
あ

る
。
人
口
１
人
当
た
り
で

は
４
万
１
２
６
１
円
で
、

県
内
９
市
中
６
番
目
だ
。

歳
入
に
対
す
る
割
合
で
は
、

本
市
は
８
・
95
％
と
な
っ

て
お
り
、
県
内
９
市
中
５

番
目
で
あ
る
。

問

下
津
地
区
の
小
型
船

舶
係
留
施
設
の
完
成

予
定
は
い
つ
か
。

答

漁
業
組
合
の
同
意
が

本
年
度
中
に
得
ら
れ

れ
ば
、
平
成
30
年
度
か
ら

工
事
を
開
始
し
、
平
成
32

年
度
中
に
工
事
が
完
了
す

る
と
考
え
て
い
る
。

問

工
事
に
は
、
地
域
住

民
の
同
意
は
必
要
か
。

答

同
意
は
必
須
項
目
で

は
な
い
が
、
地
域
住

民
の
皆
様
に
も
理
解
を
求

め
な
が
ら
進
め
た
い
。

問

市
と
し
て
今
後
の
工

事
着
工
へ
の
進
め
方

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答

地
区
住
民
へ
の
説
明

を
10
月
初
旬
に
予
定

し
て
お
り
、
住
民
の
方
か

ら
の
質
問
等
に
お
答
え
し

な
が
ら
、
何
回
で
も
丁
寧

に
説
明
を
行
い
、
理
解
を

得
た
い
。

問

施
設
完
成
後
、
大
雨

や
台
風
後
の
漂
着
ご

み
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

答

係
留
施
設
の
漂
着
ご
み

は
市
で
対
応
し
た
い
。

問

津
波
発
生
時
に
小
型

船
舶
に
よ
る
背
後
住

居
等
へ
の
二
次
被
害
の
危

険
性
を
軽
減
す
る
た
め
、

さ
ら
な
る
施
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
市
と
し
て

の
考
え
は
。

答

漁
業
組
合
と
も
相
談

し
、
係
留
施
設
の
北

側
に
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
し
、
波
の
緩
和
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
西
ノ
浦
の
湾
口
の
突

堤
に
つ
い
て
も
、
地
区
の

要
望
に
基
づ
き
津
波
に
よ

る
被
害
を
防
止
す
る
目
的

で
５
年
前
か
ら
県
に
対
し

か
さ
上
げ
の
要
望
を
し
て

い
る
。

川端　　進 議員

下津地区の小型船舶係留施設について、
地元住民への説明は
●何回でも丁寧に説明させていただきたい

森下　貴史 議員
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問
（
仮
称
）
海
南
・
紀

の
川
風
力
発
電
事
業

計
画
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
ど
ん
な
内
容
か
。

答

東
京
都
所
在
の
合
同

会
社
に
よ
る
計
画
で
、

本
市
で
は
、
森
林
公
園
雨

の
森
南
側
周
辺
と
、
黒
沢

ハ
イ
ラ
ン
ド
北
側
周
辺
の

２
カ
所
が
風
力
発
電
機
の

設
置
予
定
範
囲
と
な
っ
て

い
る
が
、
事
業
の
早
期
段

階
の
た
め
具
体
的
な
設
置

場
所
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

問

ど
れ
だ
け
の
規
模
の

風
力
発
電
機
が
設
置

さ
れ
る
計
画
か
。

答

今
回
の
計
画
は
高
さ

約
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、

ブ
レ
ー
ド
の
回
転
直
径
約

１
３
０
メ
ー
ト
ル
、
出
力

４
５
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

風
力
発
電
機
を
全
域
で
72

基
程
度
設
置
し
、
最
大
出

力
は
32
万
４
千
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
予
定
で
あ
る
。

問

今
は
環
境
配
慮
書
の

縦
覧
中
だ
が
、
今
後

の
計
画
は
ど
う
か
。

答

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
対
象
で
あ
り
、
最

終
の
手
続
き
ま
で
早
く
て

も
３
、
４
年
程
度
必
要
と

聞
い
て
い
る
。

問

問
題
点
と
市
の
対
応
は
。

答

環
境
や
健
康
へ
の
影

響
が
問
題
と
さ
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
慎
重
に

検
討
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行

う
と
と
も
に
、
県
に
対
し

て
も
住
民
等
に
及
ぼ
す
影

響
を
可
能
な
限
り
回
避
す

る
よ
う
十
分
検
討
し
、
専

門
家
等
か
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
評
価
を
行
う
よ
う
意

見
書
を
提
出
し
た
い
。

問

平
成
29
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査

に
つ
い
て
、
和
歌
山
県
全

体
で
は
昨
年
よ
り
順
位
が

上
昇
し
、
平
均
正
答
率
が

全
国
平
均
と
同
等
に
な
っ

た
。
本
市
の
調
査
結
果
は
。

答

全
国
各
都
道
府
県
の

正
答
率
と
比
べ
た
場

合
、
国
語
、
算
数
・
数
学

の
総
平
均
は
小
学
校
で
上

位
３
位
程
度
、
特
に
中
学

校
は
全
て
の
教
科
で
全
国

１
位
程
度
の
成
績
と
な
っ

て
お
り
、
総
平
均
で
も
全

国
１
位
の
福
井
県
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。

問

平
成
27
年
６
月
、
小

学
校
と
中
学
校
合
わ

せ
て
９
年
間
の
義
務
教
育

を
一
貫
し
て
行
え
る
よ
う

に
制
度
化
し
た
法
律
が
成

立
し
、小
中
一
貫
校
は「
義

務
教
育
学
校
」
と
い
う
学

校
種
に
規
定
さ
れ
た
。
義

務
教
育
学
校
の
設
置
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

本
年
４
月
、
和
歌
山
市
に

伏
虎
義
務
教
育
学
校
が
開

校
し
、
県
内
外
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は

小
中
一
貫
教
育
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

答

本
市
で
は
約
15
年
前

か
ら
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
学
校
が
あ
り
、

学
習
指
導
上
、
生
徒
指
導

上
の
成
果
を
出
せ
た
。
今

後
は
各
中
学
校
で
作
成
し

て
い
る
小
中
連
携
行
動
計

画
に
基
づ
き
、
小
中
学
校

の
教
職
員
が
互
い
に
協
力

し
、
教
育
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
な
が
ら
、
義
務
教

育
の
９
年
間
に
子
ど
も
一

人
一
人
が
心
身
と
も
に
豊

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、

連
携
に
よ
る
教
育
内
容
を

充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

小中一貫校

小
中
学
校
の一貫
教
育
を

ど
う
進
め
て
い
く
の
か

●
小
中
連
携
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
教
育
内
容
を

充
実
さ
せ
た
い

大窪地区の風力発電

米原　耕司 議員

大規模な風力発電計画の問題点は
●環境や健康への影響があるとされている

橋爪　美惠子 議員
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問

国
民
健
康
保
険
は
、

公
的
医
療
制
度
で
あ

り
、
国
民
皆
保
険
の
最
後

の
と
り
で
で
あ
る
。
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

44
・
５
％
が
所
得
ゼ
ロ
円
、

73
・
65
％
が
所
得
１
０
０

万
円
以
下
、
88
・
１
％
が

所
得
２
０
０
万
円
以
下
で

あ
り
、
64
・
４
％
の
被
保

険
者
が
保
険
税
の
軽
減
対

象
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
割
合
の
方

が
軽
減
対
象
に
な
っ
て
い

て
も
15
％
以
上
の
世
帯
が

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

現
状
は
、
市
民
（
被
保
険

者
）
に
と
っ
て
、
限
界
で

あ
る
と
考
え
る
。

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ

て
保
険
税
額
を
引
き
下
げ

る
べ
き
で
あ
り
、
特
に
保

険
税
額
の
軽
減
に
即
効
性

と
大
き
な
効
果
が
あ
る
法

定
外
繰
り
入
れ
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
考
え
を
問
う
。

答

国
民
健
康
保
険
は
、

財
政
上
の
構
造
的
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

被
用
者
保
険
と
の
間
で
医

療
費
の
財
政
調
整
や
国
・

県
・
市
か
ら
の
財
政
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成

26
年
度
、
平
成
27
年
度
に

は
国
費
が
投
入
さ
れ
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
都
道
府

県
が
新
た
に
国
民
健
康
保

険
の
保
険
者
に
加
わ
り
、

国
費
の
投
入
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
制
度
改
正
等
の

動
向
に
注
視
し
、
長
期
的

な
財
政
運
営
を
見
据
え
る

中
で
、
平
成
28
年
度
の
黒

字
額
約
３
億
円
の
活
用
や

一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支

援
、
法
定
外
繰
り
入
れ
に

つ
い
て
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
で
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討

し
た
い
。

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ
て
国
民

健
康
保
険
税
額
の
引
き
下
げ
を

●
慎
重
に
検
討
し
た
い

問

乳
が
ん
の
進
行
を
遅

ら
せ
、
ま
た
、
治
癒

さ
せ
る
に
は
早
期
発
見
が

唯
一
の
手
立
て
と
考
え
る

が
、
本
市
が
行
う
無
料
乳

が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

と
な
っ
て
い
る
。
他
の
が

ん
検
診
の
よ
う
に
年
１
回

に
で
き
な
い
か
。

答

厚
生
労
働
省
が
定
め

る
指
針
に
よ
り
、
２

年
に
１
回
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
も
国
の
指
針
に
基
づ

き
同
様
に
行
っ
て
い
る
が
、

市
民
の
要
望
や
県
下
で
毎

年
行
っ
て
い
る
市
町
も
あ
り
、

有
用
性
等
に
つ
い
て
の
検

討
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

問

放
射
線
被
爆
の
懸
念

が
あ
る
た
め
、
２
年

に
１
回
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
検
査
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
問
診
、
視
診
、

触
診
と
エ
コ
ー
検
査
で
80

％
以
上
の
診
断
的
価
値
が

あ
る
と
聞
く
。
そ
の
た
め

隔
年
に
エ
コ
ー
検
査
を
導

入
し
、
年
１
回
の
乳
が
ん

検
診
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答

国
の
中
間
報
告
で
有

用
性
が
認
め
ら
れ
た

の
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
に
エ
コ
ー
検
査
を
加
え

る
方
法
で
あ
る
。
交
互
に

実
施
す
る
方
法
に
つ
い
て

は
国
の
検
証
を
待
ち
、
実

施
可
能
な
見
解
が
示
さ
れ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

問

受
診
勧
奨
は
ど
の
よ

う
な
手
だ
て
を
考
え

て
い
る
か
。　

答

対
象
者
全
員
に
勧
奨

は
が
き
を
送
付
し
て

い
る
が
、
今
後
、
職
場
等

で
が
ん
検
診
を
受
け
た
方

を
把
握
す
る
方
法
等
を
検

討
し
、
未
受
診
者
に
対
す

る
再
勧
奨
体
制
を
構
築
し

た
い
。

宮本　憲治 議員

乳がん検診を２年に１回ではなく
年１回にできないか
●国の動向を注視しながら検討する

榊原　徳昭 議員
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川口　政夫 議員

問

本
市
へ
の
愛
着
心
ア

ッ
プ
を
図
る
一
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
新
庁
舎

の
入
口
、
ロ
ビ
ー
あ
る
い

は
窓
口
付
近
に
気
軽
に
記

念
撮
影
が
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
、
提
供
し
て
は

ど
う
か
。

答

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

は
、
転
入
届
、
婚
姻

届
、
出
生
届
な
ど
、
各
種

届
出
を
出
さ
れ
た
方
を
歓

迎
、
祝
福
す
る
と
と
も
に
、

本
市
へ
の
愛
着
を
持
っ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
新
庁

舎
に
設
置
で
き
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
関
係
部
署

と
も
協
議
が
必
要
と
な
る
。

問
「
イ
ン
ス
夕
映
え
」

と
い
う
言
葉
が
流
行

し
て
い
る
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

へ
の
写
真
や
動
画
の
投
稿

が
若
者
を
中
心
に
広
く
拡

散
さ
れ
る
こ
と
で
、
効
果

は
計
り
知
れ
な
い
。
記
念

撮
影
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
は
、
本
市
Ｐ
Ｒ
ツ

ー
ル
の
一
つ
と
し
て
非
常

に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
情

報
発
信
が
増
加
し
、

多
く
の
人
と
の
情
報
共
有

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
は
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

問

設
置
を
前
提
と
し
た

具
体
的
な
検
討
を
求

め
る
。

答

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

の
適
切
な
設
置
場
所

や
ど
の
程
度
の
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
か
、
ま
た
、
バ
ッ

ク
ボ
ー
ド
の
イ
ラ
ス
ト
を

ど
う
す
る
か
な
ど
、
他
市

の
事
例
も
参
考
に
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

問

和
歌
山
市
を
中
心
と

す
る
連
携
中
枢
都
市

圏
に
お
け
る
水
道
事
業
の

連
携
は
ど
う
な
る
か
。

答

効
率
的
な
水
量
の
確

保
及
び
水
質
の
安
全

性
を
高
め
る
た
め
、
広
域

化
を
検
討
す
る
趣
旨
で
会

議
を
重
ね
て
い
る
。
で
き

る
こ
と
か
ら
連
携
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
、
水
質
の
安
全

性
を
高
め
る
た
め
の
水
質

検
査
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
つ
い
て
連
携
可
能
か

ど
う
か
関
係
市
町
が
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
持
ち
寄
り

模
索
し
て
い
る
。

問

一
部
事
務
組
合（
※
）

の
統
合
は
で
き
な
い

の
か
。

答

関
係
市
町
に
声
を
か

け
、
現
状
を
聞
く
中

で
統
合
に
つ
い
て
研
究
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問

人
口
の
形
態
が
変
わ

る
中
で
、
隣
の
町
と

競
い
合
っ
て
も
人
を
奪
い

合
っ
て
も
改
善
に
は
な
ら

な
い
。近
隣
市
町
で
連
携
・

役
割
分
担
し
、
協
力
し
合

っ
て
地
域
全
体
の
活
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
。

答

人
口
減
少
が
進
む
中
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
続
け
る
た
め
に
は
、

よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な

行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成

や
一
部
事
務
組
合
の
統
合

は
、
課
題
解
決
の
有
効
な

手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
す
る
。
広
域
連
携
は
事

務
の
効
率
化
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
魅
力
的
な

地
域
形
成
へ
と
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

埼玉県越谷市記念撮影コーナー

広
域
連
携
に
つ
い
て
、

市
長
に
問
う

●
魅
力
的
な
地
域
形
成
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る

市庁舎に記念撮影コーナーの設置を
●他市の事例も参考に前向きに検討する

中家　悦生 議員

※
一
部
事
務
組
合
…
近
隣

の
市
町
村
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
を
共
同
で

行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
た
組
織
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問

日
方
地
区
係
留
施
設
及

び
築
地
地
区
係
留
施
設

の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、「
係
留
し
に
く

い
」
と
い
う
声
が
あ
る
が

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

現
在
、
日
方
地
区
係

留
施
設
は
94
隻
の
収

容
能
力
に
対
し
15
隻
の
係

留
で
あ
り
、
築
地
地
区
係

留
施
設
は
70
隻
に
対
し
26

隻
の
係
留
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
係
留
し
に
く
い
」、

「
狭
い
」、「
乗
り
降
り
し

に
く
い
」
と
い
う
声
は
聞

い
て
い
る
が
、
設
計
基
準

を
満
た
し
た
施
設
で
あ
る
。

問

築
地
地
区
の
係
留
施

設
は
、
ど
う
い
う
基

準
で
設
計
し
た
の
か
。

答

全
長
10
メ
ー
ト
ル
以

下
、
幅
2.8
メ
ー
ト
ル

以
下
、
ま
た
そ
れ
に
準
じ

た
形
の
小
型
船
舶
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
整
備
し
た
。

問

県
は
設
計
時
の
基
準

を
全
長
7.5
メ
ー
ト
ル
、

幅
2.8
メ
ー
ト
ル
と
回
答
し

て
い
る
。
係
留
す
る
船
舶

は
小
さ
い
船
ば
か
り
で
は

な
い
の
で
「
係
留
し
に
く

い
」
と
い
う
声
は
ま
さ
に

そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答

係
船
ぐ
い
方
式
は
、

余
り
事
例
の
な
い
係

留
の
仕
方
で
あ
り
、
く
い

間
が
狭
い
の
で
係
留
し
に

く
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る

と
思
う
。
現
在
、
利
用
者

の
方
が
タ
イ
ヤ
や
フ
ロ
ー

ト
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。

問

係
留
施
設
は
特
定
の

方
々
だ
け
が
利
用
す

る
施
設
で
あ
り
、
特
別
会

計
に
し
て
は
ど
う
か
。

答

全
て
の
施
設
整
備
が

完
了
す
る
ま
で
に
会

計
区
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
係
留
し
に
く
い
」と
の
声
が
あ
る

小
型
船
舶
係
留
施
設
の
実
態
は

●
狭
い
の
で
係
船
ぐ
い
に
当
た
る
可
能
性
も
あ
り
、

タ
イ
ヤ
や
フ
ロ
ー
ト
で
カ
バ
ー
し
て
い
る

問

重
根
地
区
に
お
け
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

建
設
計
画
内
容
及
び
事
業

の
現
状
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。

答

平
成
28
年
３
月
に
旭

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
海
南

発
電
株
式
会
社
か
ら
国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

地
売
買
等
届
出
書
等
を
受

理
し
た
が
、現
時
点
で
は
予

定
も
含
め
具
体
的
な
計
画

内
容
は
把
握
し
て
い
な
い
。

事
業
者
側
か
ら
は
、
建

設
計
画
を
策
定
す
る
上
で

事
前
調
査
が
必
要
と
見
込

ま
れ
る
建
設
課
や
管
理
課
、

農
業
委
員
会
等
へ
個
別
に

問
い
合
わ
せ
や
申
し
出
等

が
あ
り
、
対
応
し
て
い
る
。

問

土
砂
災
害
や
水
害
、

森
林
の
保
水
能
力
の

低
下
に
よ
る
た
め
池
へ
の

負
担
増
や
反
射
光
被
害
、

環
境
保
全
等
の
懸
念
さ
れ

る
問
題
に
つ
い
て
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答

大
規
模
な
未
利
用
地

で
太
陽
光
発
電
事
業

が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
存
在
に

伴
う
自
然
景
観
、
文
化
財

的
景
観
、
動
植
物
の
生
態

系
、
生
活
環
境
へ
の
影
響

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
傾
斜
地
や
樹
林

地
で
事
業
が
行
わ
れ
る
場

合
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

影
響
に
加
え
、
土
地
の
造

成
や
樹
林
の
伐
採
に
伴
う

地
形
や
地
質
、
雨
水
な
ど

の
水
象
へ
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
懸
念

事
項
へ
の
対
応
・
対
策
や
関

係
者
・
住
民
と
の
合
意
形

成
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

日方地区係留施設

岡　　義明 議員

重根地区「メガソーラー建設計画」の
本市の見解は
●地域住民や関係者への合意形成が重要

河野　敬二 議員
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黒江駅駐輪場

問

Ｊ
Ｒ
黒
江
駅
前
駐
輪

場
東
側
で
は
、
原
付

自
転
車
の
路
上
駐
車
や
自

転
車
の
Ｊ
Ｒ
敷
地
内
の
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
上
へ
の
駐
輪

が
見
受
け
ら
れ
る
。

定
時
、
随
時
の
巡
回
が

必
要
で
な
い
か
。

答

放
置
自
転
車
等
対
策

と
し
て
、
調
査
、
撤

去
を
年
４
回
定
期
的
に
行

い
、
ま
た
随
時
巡
回
も
行

っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も

良
好
な
状
態
で
な
い
こ
と

か
ら
、
今
後
、
回
数
を
増

や
す
と
と
も
に
指
定
場
所

に
置
く
よ
う
に
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
く
。

問

チ
ラ
シ
、
掲
示
板
に

よ
る
周
知
の
徹
底
が

必
要
で
な
い
か
。

答

今
後
、
駐
輪
可
能
区

域
を
看
板
等
で
明
示

し
、
通
勤
、
通
学
時
に
チ

ラ
シ
配
布
や
掲
示
板
等
も

活
用
し
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
く
。

問

Ｊ
Ｒ
黒
江
駅
前
駐
輪

場
東
側
の
拡
張
が
必

要
で
な
い
か
。

答

現
在
、
収
容
台
数
に

若
干
の
余
裕
が
あ
る

西
側
駐
輪
場
へ
駐
輪
す
る

よ
う
看
板
を
設
置
し
て
い

る
。
今
後
、
周
辺
の
調
査

を
行
い
、駐
輪
場
の
確
保
に

つ
い
て
幅
広
く
検
討
す
る
。

問

Ｊ
Ｒ
黒
江
駅
前
駐
輪

場
は
、
自
転
車
や
原

付
自
転
車
が
増
え
る
た
び

に
増
設
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
Ｊ
Ｒ
黒
江
駅
利
用
者
の

増
加
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

答

Ｊ
Ｒ
黒
江
駅
の
平
成

27
年
度
の
１
日
当
た

り
乗
降
者
数
は
、
５
２
８
４

人
で
増
加
傾
向
で
あ
り
、今

後
も
利
用
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
黒
江
駅
前
駐
輪
場
東
側

の
拡
張
を

●
調
査
し
、
幅
広
く
検
討
す
る

上田　弘志 議員

海南市役所本庁舎移転に伴い、１０月３０日
に海南市南赤坂１１番地に移転しました。なお、
電話番号、ＦＡＸ番号に変更はありません。

新しい議場は庁舎の2階で、海南市特産の漆
器や和歌山県特産の紀州桧を使用し、自然光を
取り入れたオープンであたたかみのある議場と
なっています。また、傍聴席には車椅子スペー
スや磁気ループシステムを設置しています。ぜ
ひ傍聴にお越しください。

新議場での初めての定例会は１１月３０日
（木）に開会する予定です。日程は変更するこ
とがありますので、傍聴を希望される場合はお
手数ですが日時をお問い合わせください。

海南市議会が移転しました

海南市議会事務局
〒642-8501  海南市南赤坂１１番地

ＴＥＬ　０７３－４８３－８７００
ＦＡＸ　０７３－４８３－８７０３
Ｅメール　gikaij@city.kainan.lg.jp
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収　　　入 構成割合 支　　　出 構成割合

給料 139万円 27.8% 食費 88万円 18.3%
市税（市民税、固定資産税など） 人件費（職員の給与、議員報酬、審議会委員の報酬など）

パート収入 44万円 8.8% 家族の医療費 84万円 17.4%
分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入など

（保育所の保育料や市民温水プール使用料、土地貸付収入など）
扶助費（生活に困っている人や障害者、児童、高齢者への支援に必
要なお金）

貯金の取り崩し 1万円 0.2% 光熱水費などの雑費 50万円 10.4%
繰入金（基金から受け入れたお金） 物件費、維持補修費

（旅費、消耗品費、燃料費、委託料、学校や公園などの修繕費）

親からの仕送り 236万円 47.2% 自治会費 39万円 8.1%
国・県支出金、地方交付税、地方譲与税・交付金など

（国や県を通じて市に入ってくるお金）
補助費等（団体などの活動支援に必要なお金）

借入金 80万円 16.0% 子どもたちへの仕送り 53万円 11.0%
市債（市が長期間借り入れるお金） 繰出金（一般会計から特別会計へ支出するお金）

借入金の返済 69万円 14.3%
公債費（市債の元金および利子に必要なお金）

家の増改築費 89万円 18.5%
投資的経費（学校や道路、河川、公園などの整備に必要なお金）

貯金 6万円 1.2%
積立金（将来に備え、積み立てるお金）

その他 4万円 0.8%
投資及び出資金、貸付金、予備費

（病院や水道の企業会計などへの出資や貸付に必要なお金）

          合　計 500万円           合　計 482万円

─ 平成28年度決算を認定 ─

歳出総額は468億9,054万8,862円

かいなん家の家計簿 〜一般会計を年収500万円の家庭に置き換えてみると〜

246億4,380万164円一 般 会 計

9月定例会
平成２９年海南市議会９月定例会は、９月７日から１０月５日までの２９日

間の会期で開かれました。
この議会には、市長から条例の改正や補正予算、平成２８年度歳入歳出決

算の認定など議案１９件が、また議員からは意見書案が提出され、それぞれ可
決・認定しました。

余り（収入－支出）　　  　　18万円



■市議会だより　かいなん

11

会　計　名 平成28年度歳出決算額
国民健康保険特別会計 7,673,153,169
後期高齢者医療特別会計 1,489,617,751
介護保険特別会計 6,715,927,343
地域排水処理事業特別会計 15,590,724
同和対策住宅資金貸付事業特別会計 187,314,553
港湾施設事業特別会計 8,654,545
簡易水道事業特別会計 500,925,164

合　　　計 16,591,183,249

特別会計とは、ある特定の目的を対象に実施する事業について、目的に沿
った収支を明確にするため一般会計とは別に経理する会計です。本市には
下表のとおり7つの特別会計があります。

特 別 会 計

（単位 ： 円）

会　計　名 平成28年度歳出決算額
水道事業会計 1,731,086,286
病院事業会計 3,924,479,163

合　　　計 5,655,565,449

企業会計とは、独立採算により特定の事業を経理する会計です。本市には
下表のとおり2つの企業会計があります。

企 業 会 計

（単位 ： 円）

〇一般会計
【反対】庁舎跡地整備基本計画策定と施設管理を一体と
して事業者を選定して行っている庁舎跡地整備事業や費
用対効果に問題がある証明書コンビニ交付事業、定員と
小学校や地域とのかかわりの点で問題がある西部子ども
園建設事業、事業完了まで20年もかかる駅東土地区画
整理事業に反対である。 （上田　弘志議員）

【反対】総合計画策定委託料について、本市の実情に詳
しくない業者に前計画の総括を任せたため、南風園・白寿
荘の民間譲渡や経営見通しがないまま行った海南医療セ
ンターの新築・移転などの問題についての総括がされてい
ない。また、（仮称）市民交流施設の整備については、市に
不利となる形で事業が進められていると考える。さらに、新
庁舎整備については、南赤坂に建設したことは地方自治
法第4条第2項の趣旨に沿っておらず問題がある。以上の
ことから反対である。 （川端　進議員）

〇国民健康保険特別会計
【反対】賦課限度額の引き上げなど保険税率の改正が行
われ、決算は黒字となっている。剰余金を活用し保険税の
引き下げを求める。 （上田　弘志議員）

〇後期高齢者医療特別会計
【反対】高齢者の貧困率は約20％と高い中、後期高齢者
医療保険制度の低所得者保険料軽減措置が段階的に
縮小、廃止されており、高齢者の生活が深刻な状態になる
ので反対である。 （上田　弘志議員）

〇介護保険特別会計
【反対】要支援１・２の方の訪問介護の生活援助及び通所
介護のサービスが介護保険事業から地域支援事業へ移
行した。介護保険制度は、介護の社会化を目指し創設され
たのに、現状ではこの理念に逆行している。
 （上田　弘志議員）

討
論
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♢
学
校
施
設
の
警
備
委
託

Ｑ
学
童
保
育
と
小
学
校
の
警
備
委
託
は
、
契
約
の

相
手
先
が
同
じ
、
施
設
も
同
じ
な
の
に
、
な
ぜ

一
括
し
て
契
約
を
行
っ
て
い
な
い
の
か
。

Ａ
学
校
で
は
、
校
舎
全
体
に
つ
い
て
警
備
委
託
を

行
わ
ず
、
部
屋
ご
と
に
契
約
し
て
い
る
た
め
、
学

童
保
育
室
は
子
育
て
推
進
課
で
契
約
し
て
い
る
。

Ｑ
同
じ
敷
地
で
同
じ
建
物
で
あ
る
こ
と
を
十
分
踏

ま
え
た
上
で
、警
備
の
あ
り
方
を
検
討
さ
れ
た
い
。

Ａ
子
育
て
推
進
課
と
教
育
委
員
会
で
協
議
を
行
い
、

他
市
の
状
況
も
参
考
に
調
査
研
究
す
る
。

♢
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業

Ｑ
指
定
管
理
者
に
対
し
、
運
営
面
や
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
活
用
事
業
の
収
支
内
訳
な
ど
、
も
っ
と
厳

し
い
視
点
で
監
視
す
べ
き
で
は
。

Ａ
指
定
管
理
者
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
市
と
し
て
厳
し

い
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
適
正
な
支
出
に
努
め
る
。

Ｑ
市
と
し
て
指
定
管
理
者
制
度
の
あ
り
方
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
市
と
指
定
管
理
者
と
は
適
切
な
距
離
感
を
保
ち

な
が
ら
、
な
れ
合
い
に
な
ら
な
い
よ
う
慎
重
に

協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

決
算
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑

♢
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

Ｑ
県
の
津
波
避
難
計
画
策
定
指
針
に
基
づ
き
、
津

波
避
難
路
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
閲
覧
で
き
な
い
方
も
い
る
の
で
、
津
波

浸
水
地
域
の
方
々
に
は
配
布
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
ど
の
よ
う
に
市
民
に
周
知
し
て
い
く
か
検
討
し

て
い
く
。

♢
地
域
公
共
交
通
協
議
会
事
業

Ｑ
鰈
川
（
か
れ
が
わ
）
線
に
フ
リ
ー
乗
降
区
域
を

設
け
て
い
る
が
、
今
後
の
調
査
で
乗
降
客
の
増

員
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
路

線
へ
も
拡
大
を
願
い
た
い
。

Ａ
地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
警
察
や
国
、
県
、

委
託
業
者
な
ど
と
協
議
、
調
整
を
行
っ
て
実
現

し
た
も
の
で
あ
る
。
国
道
な
ど
交
通
量
が
多
い

箇
所
で
の
許
可
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
が
、
要

望
が
あ
れ
ば
調
整
の
上
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
シ
ル
バ
ー
パ
ス
な
ど
に
よ
り
、
２
０
０
円
の
運

賃
を
実
質
的
無
料
、
あ
る
い
は
無
料
に
近
い
形

に
で
き
な
い
か
。

Ａ
海
南
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
議
論

の
中
で
は
、
民
間
路
線
バ
ス
と
の
競
合
は
避
け

て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
民
間
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
等
と
お
互
い
に
持
続
し
て
い
け
る

状
況
の
確
立
が
重
要
で
あ
り
、
無
料
に
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
で
あ
る
。

♢
た
め
池
等
災
害
危
機
管
理
対
策
事
業

Ｑ
た
め
池
の
改
修
が
完
了
す
る
の
は
、
い
つ
か
。

Ａ
県
の
一
斉
点
検
の
結
果
、
要
改
修
と
判
定
さ
れ

た
40
池
の
改
修
を
県
営
事
業
で
行
っ
て
い
る
が
、

全
て
完
了
す
る
の
は
２
０
３
６
年
で
あ
る
。

Ｑ
優
先
順
位
を
決
め
て
で
き
る
だ
け
早
急
に
改
修

す
べ
き
で
は
。

Ａ
簡
易
な
改
修
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
で
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
県
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

♢
和
歌
山
下
津
港
係
留
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
築
地
・
日
方
地
区
）

Ｑ
ク
ル
ー
ザ
ー
型
の
船
舶
は
風
を
受
け
や
す
く
係

留
が
難
し
い
。
係
船
ぐ
い
の
間
隔
を
広
げ
る
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
。

Ａ
築
地
地
区
係
留
施
設
は
小
型
船
舶
専
用
の
係
留

施
設
で
、
収
容
隻
数
を
増
や
す
た
め
係
船
ぐ
い

の
間
隔
が
狭
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

日
方
地
区
係
留
施
設
は
、
係
船
に
当
た
っ
て
日

方
川
の
流
れ
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
か
ら

係
船
ぐ
い
の
間
隔
を

広
く
し
、
小
型
船
舶

の
大
型
や
中
型
も
係

留
で
き
る
よ
う
県
に

申
し
入
れ
、
整
備
を

行
っ
た
。

築地地区係留施設の現地調査の様子
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決算審査の中で出された意見や要望について、新年度予算に反映することを求めるため、予算決
算委員会で下記の意見書を取りまとめ、議長から市長に提出しました。

平成 28 年度決算議案の審査の途上、予算決算委員会の各分科会委員から要望、意見が出され、最終

的に下記のとおり取りまとめました。

予算決算委員会での要望事項を真摯に受け止められ、今後の行政運営に生かしていただきますことを

切にお願いいたします。

記

１　ハザードマップ作成事業について
津波浸水区域の住民が円滑に津波からの避難を行うため、和歌山県津波避難計画策定指針に基づ

く津波避難路マップを配布いただけるよう取り組まれたい。

なお、ホームページへの掲載に当たっては、全てのハザードマップを一覧できるよう掲載方法に

ついて検討されたい。

２　地域公共交通協議会事業について
コミュティバスにおける市民の利便性を向上させるため、利用者視点によるフリー乗降区間の拡

大やコース、停留場、発着時間等の柔軟な変更に努められたい。また、乗車運賃の軽減についても

検討されたい。

３　住民参加型直営施工事業について
高齢化の進行等により住民参加型の整備は非常に難しくなっており、近年は事業実績がないが、

整備が必要な農業用施設（道路・水路等）は数多くあるので、他制度の拡充も含め、農業者の負担

をできるだけ軽減し、より利用しやすい制度について検討されたい。

４　ため池等災害危機管理対策事業について
豪雨や大地震に対応するため、ため池の改修は喫緊の課題であるが、県営事業による改修はなか

なか進んでいない。ついては、簡易な改修等は市で対応するなど、県と一体となって早期改修に努

められたい。

また、ため池ハザードマップの作成については、全額国庫補助がある平成 30 年度中に完了する

よう取り組まれたい。

５　学校施設の警備委託について
学童保育を実施している小学校においては、同じ校舎にもかかわらず教育委員会と子育て推進課

がそれぞれで警備委託を契約し予算執行している。

今後は契約を一本化し経費節減に努めるなど、警備委託のあり方を検討し見直されたい。

平成 29 年 10 月５日

海 南 市 議 会

海南市長　神出　政巳　様

平成28年度決算審査に係る意見書
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総合計画とは、長期的なまちづくりを総合的・計画的に進めるための指針として定める本市の最上位
計画で、将来、海南市をどのような「まち」にしていくのか、また、そのためにどんなことをしていく
のかを体系的にまとめたものです。
第２次海南市総合計画は、今後 10年間を見通した「基本構想」と、４年間の取り組みを示す「基本計
画」の２つで構成されています。
本計画の策定に当たっては、本年 6月定例会において可決した「海南市総合計画条例」に基づき議会
の議決が必要となりましたので、市当局から提出された計画案について審議しました。計画案については、
その内容が市の将来像やまちづくりの方向性、また、道路整備や福祉、教育、防災など市の取り組み全
般にわたることから、全議員が出席する本会議で審議し、２日間にわたって活発な議論を行いました。

第２次海南市総合計画案を可決しました
議案第 51 号　第２次海南市総合計画

こんな質問がありました

問：海南医療センターに産科の設置を目指さないのか。

答：県内の産婦人科医が減少し厳しい状況が続く中、
県内 3カ所の周産期母子医療センターを中心に
病院等との役割分担の連携が進められている。
海南医療センターへの産科医の派遣は厳しい現
状だが、産科医が確保できれば小児科医と連携
もできるので、今後も県立医科大学に医師の派
遣を要望していく。

問：現在の観光案内看板やパネルは、景観に配慮し
ているとは思えないので、市が設置する看板やパ
ネルは、景観を損なわないように1カ所にまとめ
て設置するなど集約的に設置すべきでは。
また、道の駅など、本市の観光の発信拠点とな
るような施設建設を含め、長期的な展望を持った
観光施策を行う考えは。

答：観光案内看板は初めて本市を訪れる方には大変
重要であると考えており、今後、景観等に配慮し
1カ所で複数の施設の案内が可能となるよう集約
化を検討したい。
地域の拠点として機能している道の駅などの先進
事例を研究し、具体的な適地や運営手法等につ
いても検討したい。

問：マイナンバーカードの平成 28 年度の取得率は
9.8％であるが、平成 32 年度の目標値 25％を
達成するための施策は考えているか。
マイナンバー制度に係るシステム構築やコンビニ
交付に係る経費など多額の費用がかかっている
が、市民の利便性の向上に向けた利用範囲の拡
大についてはどのように考えているか。

答：窓口においてマイナンバーカードの利便性につい
て粘り強くＰＲし、企業等の一括申請を受け付ける
などの申請補助を実施したい。
国では、将来的に予防接種や年金、介護サービ
スなどの情報取得、健康保険証としての利用など
が検討されているが、市の独自利用についても
検討し、できるだけ利便性のあるカードにしたい。

政策目標
① 快適なくらしを支える
② まちの元気をつくりだす
③ 心豊かな人を育む
④ 安心なくらしを守る
⑤ まちの安全を確保する
⑥ 持続可能な行財政運営
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市役所の海南市南赤坂 11番地への移転に
伴い、海南市福祉事務所も 11月 6日に市役
所新庁舎内に移転します。

黒江幼稚園と日方幼稚園、室山保育所と日方
保育所を廃止し、平成 30年４月１日から新たに
みらい子ども園を設置します。ただし、日方保
育所は平成 30年１月１日からみらい子ども園へ
先行移転して保育を実施します。

海南市福祉事務所が移転します

みらい子ども園が開園します

議案第 53 号　海南市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例

議案第 54 号　海南市立子ども園条例の一部を改正する条例

こんな質問がありました

問：みらい子ども園の募集人員は。

答：４月１日から新たに入園を募集するのは60人程
度である。

問：通園バスの運行は考えているか。

答：室山保育所、黒江幼稚園とみらい子ども園を結
ぶルートを考えている。

こんな質問がありました

問：現庁舎周辺の方の利便性は確保できるのか。

答：日方支所を設置することで、できる限りサービスを低下
させないようにする。

問：福祉事務所には体が不自由な方や社会的立場が弱い方
が相談や手続きのために来庁するが、日方支所にも専
門的知識のある職員が配置されるのか。

答：社会福祉士の資格等を持った職員の配置を検討している。

問：生活保護費の現金支給は日方支所や下津行政局でも行
うのか。

答：要望があれば、できる限り受給者の意向に添えるように
対応したい。

問：みらい子ども園の職員体制は。

答：定員どおりの園児数と仮定すると、基本的に35
人体制の見込みであるが、要配慮児等により増
員も考えられるので、臨時的任用職員の活用も
考えている。

完成間近のみらい子ども園
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「全国森林環境税」の創設に関する意見書（案）が議員から提出され、賛成多数で可決しました。
可決を受け、９月２６日に下記の意見書を衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、
総務大臣、農林水産大臣、環境大臣、経済産業大臣に提出しました。

我が国の地球温暖化対策については、2020 年度及び 2020 年以降の温室効果ガス削減目標が国際的に約

束されているが、その達成のためには、とりわけ森林吸収源対策の推進が不可欠となっている。また、森林環境

の衰退は、山林災害などにつながり、森林環境の保全は喫緊の課題となっている。

しかしながら、森林が多く所在する山村地域の市町村においては、木材価格の低迷や林業従事者の高齢化・

後継者不足に加え、急速な人口減少など、厳しい情勢にあるほか、市町村が、森林吸収源対策及び担い手の

育成等山村対策に主体的に取り組むための恒久的・安定的な財源が大幅に不足している。

このような中、政府・与党は、「平成 29 年度税制改正大綱」において、「市町村が主体となって実施する森

林整備等に必要な財源に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等し

く負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設に向けて、地方公共団体の意見も踏まえながら、具

体的な仕組み等について総合的に検討し、平成 30 年度税制改正において結論を得る」との方針を示したところ

である。

もとより、山村地域の市町村による森林吸収源対策の推進や安定した雇用の場の確保などの取り組みは、地

球温暖化防止のみならず、国土の保全や地方創生等にもつながるものであり、そのための市町村の財源の強化は

喫緊の課題である。

よって、下記の制度創設について実現を強く求めるものである。

記

平成 29 年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財源に充てるため、

個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく負担を求めることを基本とする森林環

境税（仮称）の創設」に関し、「平成 30 年度税制改正において結論を得る」と明記されたことから、国土強靭

化や地球温暖化対策税などの国税と、和歌山県の紀の国森づくり税との整合性をはかりつつ、森林・林業・山

村対策の抜本的な強化をするための「全国森林環境税」の早期導入を強く求める。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

平成２９年９月２６日

海 南 市 議 会

「全国森林環境税」の創設に関する意見書

討
論

【賛成】今年７月に発生した線状降水帯による九州北部豪
雨災害など、近年、地球温暖化による自然災害が増えてい
る。地球温暖化対策のための、森林環境の保全は大変重
要なことであり、そのための全国森林環境税の創設には賛
成である。 （黒木　良夫議員）

【反対】温室効果ガス削減のための森林吸収源対策や森
林環境の保全については賛成である。しかし、森林環境の
保全は、国の責任で森林、林業政策を転換し財源を十分
確保して進めるべきであり、新たに全国森林環境税を創設
することには反対である。 （上田　弘志議員）

【賛成】九州北部豪雨災害の被災地に行き被害の現状を
見てきたが、大変な被害であった。このような状況を目の当
たりにし、林道の整備や地籍調査の推進、森林所有者の
特定など森林環境保全に向けた抜本的な強化のため、全
国森林環境税の早期創設を求めるため賛成である。

（川崎　一樹議員）

【反対】税には、直接税中心、総合・累進制・生活費非課
税の観点が必要であるが、意見書（案）では全国森林環境
税は個人住民税均等割の枠組みを活用する旨が記載され
ている。森林、自然を守るということには賛成であるが、低
所得者にも負担を求めることになるので反対である。

（河野　敬二議員）
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討
論

議案番号 議　案　名 結　果
議案第５１号 第２次海南市総合計画 賛成多数で可決
議案第５２号 和歌山県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更 全会一致で可決
議案第５３号 海南市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第５４号 海南市立子ども園条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決
議案第５５号 海南都市計画事業海南駅東土地区画整理事業施行に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第５６号 海南市営駐車場条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第５７号 海南市公園条例を廃止する条例 全会一致で可決
議案第５８号 平成２９年度海南市一般会計補正予算（第２号） 全会一致で可決
議案第５９号 平成２８年度海南市一般会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第６０号 平成２８年度海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第６１号 平成２８年度海南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第６２号 平成２８年度海南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第６３号 平成２８年度海南市地域排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第６４号 平成２８年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第６５号 平成２８年度海南市港湾施設事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第６６号 平成２８年度海南市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第６７号 平成２８年度海南市水道事業会計決算の認定 全会一致で認定
議案第６８号 平成２８年度海南市病院事業会計決算の認定 全会一致で認定
議案第６９号 平成２９年度海南市一般会計補正予算（第３号） 全会一致で可決
発議第  ２  号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書（案） 賛成多数で可決

会派・議員名
 

 
 
 
 議案番号等

市政クラブ 日本共産党 
海南市議会議員団 公明党 新志 

クラブ 市民クラブ
無
所
属

無
所
属

結
　
　
果

磯
﨑
　
誠
治

栗
本
　
量
生

宮
本
　
憲
治

河
野
　
敬
二

岡
　
　
義
明

上
田
　
弘
志

橋
爪
美
惠
子

中
家
　
悦
生

黒
木
　
良
夫

森
下
　
貴
史

黒
原
　
章
至

川
口
　
政
夫

美
ノ
谷
　
徹

宮
本
　
勝
利

片
山
　
光
生

寺
脇
　
寛
治

榊
原
　
徳
昭

川
崎
　
一
樹

東
方
　
貴
子

米
原
　
耕
司

中
西
　
　
徹

川
端
　
　
進

議案第５１号 ○ －○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
議案第５４号 ○ ○○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第５９号 ○ ○○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 認定
議案第６０号 
議案第６１号 
議案第６２号

○ ○○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

発議第  ２  号 ○ ○○ × × × × 副
議長 ○ ○ ○ ○ ○ －○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

【○…賛成　×…反対　−…退席】
※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。
※発議第２号については、議長が退席しており、副議長が議長の職務を行ったため、賛否に加わることができませんでした。

■賛否の分かれた議案の表決結果

議案の審議結果

〇議案第51号
【反対】第１次総合計画の総括が十分されていない。なぜ
主要目標が達成できなかったかの分析や調査をせず、第２
次総合計画を立てることはできない。また、市民参加と協働
により市民の皆さんが安心して暮らせるような持続可能な
地域をどのようにつくっていくかが大事であると考えるが、そ
ういった基本理念が明確にされておらず、基本構想・基本
理念を進めていく手法に問題がある。 （上田　弘志議員）

〇議案第54号
【反対】就学前に小さい集団で教育、保育を受け、義務教
育の小学校へ入学していく過程で成長、発達していくのが
子どもたちにとって一番良いと考えており、定員270人の
子ども園は問題がある。また、今まで子育てや地域づくりは、
小学校を基本に幼稚園や保育所を設置し進めてきたが、
その幼稚園や保育所を廃止し、小学校との連携を断ち切
るのは、教育、保育を困難にし、地域での子育て、地域づく
りに大きな障害になる。 （上田　弘志議員）
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■
教
育
厚
生
委
員
会

９
月
26
日
に
、
現
在
、
市
当
局
が
見
直
し
を
進
め

て
い
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
つ

い
て
、
教
育
・
保
育
事
業
量
の
算
出
方
法
を
中
心
に

意
見
交
換
し
な
が
ら
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
主
な
意
見
】　

○
教
育
・
保
育
提
供
区
域
は
、
旧
海
南
市
域
と
下
津

町
地
域
の
二
つ
の
区
域

に
分
け
て
策
定
す
べ
き
。

○
子
育
て
家
庭
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
（
子
育
て
短
期
支

援
事
業
）
で
は
、
市
内

■
建
設
経
済
委
員
会

９
月
25
日
に
道
路
維
持
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
、

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

担
当
課
か
ら
は
、
道
路
維
持
費
の
予
算
額
は
、
平

成
18
年
度
は
１
億
３
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、
平
成
28

年
度
は
６
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
改
修
の
要

望
に
対
し
て
は
、
現
地
調
査
を
行
い
、
通
行
量
等
の

道
路
特
性
、
危
険
度
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
て
、
優

先
順
位
を
判
定
し
て
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望
件
数
に
つ
い
て
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

完
成
ま
で
に
複
数
年
か
か
る
と
こ
ろ
や
改
修
ま
で
待

っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
な
ど
も

多
く
、
要
望
に
対
し
て
工
事
実
施
が
追
い
つ
い
て
い

に
は
児
童
養
護
施
設
は

な
く
入
所
と
な
れ
ば
和

歌
山
市
の
施
設
を
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、

病
気
の
子
供
を
預
か
っ

て
も
ら
う
と
な
れ
ば
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
病
児
保
育
事
業
の
実
施
で
は
、
院
内
保
育
な
ど
医

療
機
関
の
協
力
が
な
け
れ
ば
事
業
に
取
り
組
め
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

な
い
状
況
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
提
出
さ
れ
た
要
望
書
を
適
正
に
取

り
扱
う
こ
と
や
避
難
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
道
路
な

ど
優
先
順
位
を
考
え
て
重
点
的
に
改
修
す
る
こ
と
、

予
算
の
増
額
を
含
め
改
修
の
要
望
に
早
期
に
応
え
る

た
め
の
対
策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

改修された道路

改修前の道路

ホームページでは、市議会の日程、政務活動費の収支報告など議
会の情報を掲載しています。また、市議会の会議録も閲覧できます。
■ホームページ
http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/

議会広報委員会では、よりよい紙面づくりに努めています。より
よい紙面とするため、議会だよりに関するご意見等お寄せください。

市議会ホームページ

市議会だよりへのご意見をお聞かせください

【お詫びと訂正】
市議会だより かいなん
50号15ページ、教育長
の任期に誤りがありまし
た。お詫びして訂正いた
します。

［誤］４年
↓

［正］３年
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議会改革特別委員会

庁舎跡地整備特別委員会

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

議会改革特別委員会では、「地方分権を進めるための議会基本条
例、開かれた議会、活力ある議会運営、積極的な政策提言について」
をテーマに、調査・研究を進めています。

７月 21日、８月10 日、10 月12 日に開催した委員会では、議会
基本条例の制定に向けて、議会基本条例（素案）の「前文」、「議員
定数」、「議員報酬」、「政務活動費」、「政治倫理」、「会議の公開」、「災
害時の対応」について、協議しました。

10 月６日に今年７月にオープンした有田市民会
館を視察しました。

施設は図書館や会議室のほか、クラシック音楽
や演劇に対応した舞台や音響装置の設置、また各
種舞台照明が配置された客席数 714 席の本格的
なホールを備えた複合施設でした。

施設内の動線の重要性、図書館では夜の利用
ニーズがありコストの割には有効なサービスであ
ることなどを学んできました。



市議会だより　かいなん■

10月８日（日）に大野地区の春日神社

の秋祭りにおじゃましました。恒例の

餅投げで大いににぎわっていました。
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生

委　
　

員　

 

榊　

原　

徳　

昭
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会 

広 

報 

委 

員 

会

ＳＴＡＲＳが表敬訪問
７月19日、宮本議長と中家副議長が、第37
回全日本バレーボール小学生大会の全国大会に
出場するＳＴＡＲＳの選手10名の表敬訪問を受
け、選手の皆さんを激励しました。

海南ＦＣジュニアが表敬訪問
７月19日、宮本議長と中家副議長が、バーモ
ントカップ第27回全日本少年フットサル大会に
出場する海南ＦＣジュニアの選手14名の表敬訪
問を受け、選手の皆さんを激励しました。

小学生陸上選手が表敬訪問
８月２日、宮本議長と中家副議長が、紀の国
アスリートクラブの選手2名と海南アスリート
の選手1名の表敬訪問を受け、選手の皆さんを
激励しました。
選手の皆さんは、日清食品カップ第33回全

国小学生陸上競技交流大会に出場し、男子4×
100mリレーでは県小学生新記録で優勝されま
した。


